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研究成果の概要（和文）： 

単語仕分け課題を使った心理言語学実験から，日本人英語学習者および英語母語話者の心内辞書

内の意味的クラスタリング構造は，被験者の英語習熟度，また母語であるか否かによって異なり

，特に上級レベルの英語学習者における母語（日本語）獲得時の英語からの借用語の頑強な影響

の存在が確認できた。日英語間で対応する訳語関係にある単語を用いた仕分け課題により，２つ

の心内辞書には計量的に有意な差異があり，また母語と第二言語の心内辞書は質的にも異なる側

面が多いことが明らかにできた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

A series of psycholinguistic experiments using free word sorting tasks revealed that the 

structure of semantic clustering built by Japanese intermediate and advanced EFL learners 

and native speakers of English differs between L1 and L2 learners and also by the level 

of proficiency in L2. It was also found that, even at advanced levels, Japanese EFL learners 

have been persistently affected by loan words imported from English and learned at early 

L1 acquisition, which makes it difficult for them to develop native-like L2 lexical 

organisation. Sorting tasks using semantically equivalent lexical items between Japanese 

and English disclosed that the two mental lexicons were statistically different from each 

other, and that the organisation of learners’ English mental lexicon differed 

quantitatively (or semantically) from that of their L1 mental lexicon. 
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１．研究開始当初の背景 
第二言語語彙獲得に関して，語彙知識の大

きさ(size) や深さ (depth) については，こ
れまで広く研究されてきた。また，メンタル
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レキシコン（心内辞書: mental lexicon）に
おける語彙アクセスの速さ (speed) に関し
ては，門田 (2001), De Groot (1997), Kroll 
(1997), Meara (2002) 等が，被験者の目標
言語への熟達度，当該単語の出現頻度，文字
と発音の対応度などを，アクセス・スピード
に関連の深い要因として指摘している。しか
し ， メ ン タ ル レ キ シ コ ン の 構 造 
(organisation) に関する研究，特に個々の
単語レベルではなくメンタルレキシコン内
の単語群のクラスタリング構造についての
研究は，いまだ未開拓である。クラスタリン
グ構造からみた，日本人英語学習者のメンタ
ルレキシコンの特徴や英語母国語話者との
比較から見えてくる native-likeness（ネイ
ティブらしさ）の程度を解明する意義は大き
い。 
 
２．研究の目的 
まず，日本人中級および上級英語学習者，

また英語母語話者のメンタルレキシコン内
のクラスタリング構造の類似点および相違
点を解明することを目的とし，被験者の仕訳
課題終了時間と仕訳課題結果，また実験に用
いる語類が内在的に持つ特徴との関係を明
らかにすることに取り組む。 
 ２点目に，単語仕分け課題において被験者
が産出したクラスター数，クラスターサイズ，
個人デンドログラムのばらつき度，そして群
デンドログラムに関して，母語話者と日本人
の間に有意な差異があるかという問題に取
り組み，これらの変数における両者の間の違
いの有無を明らかにすることを目指す。 
そして３点目に，日英語間で対応する訳語

関係にある語彙項目を用いた仕分け課題に
より，日本人英語学習者の心内辞書内の意味
的クラスタリング構造に関して，クラスター
数，クラスターサイズ，また個人デンドログ
ラムのばらつき度といった計量的比較等に
ついて，２つの心内辞書に構造上の有無があ
るか否かを解明することに取り組む。 
 

３．研究の方法 
(1) 被験者 
 母語話者と第二言語話者の心内辞書の意
味的クラスタリング構造の相違の有無を研
究課題とした際は，日本人中級および上級英
語学習者，また英語母語話者，各 30 名（一
部の実験では 28 名），また日本人英語話者の
日本語と英語の心内辞書間の構造比較を研
究課題としたときは，中級レベルの日本人英
語話者 30 名を被験者とした。 
 
(2) タスク 
 いずれの実験でも単語仕分け課題（word 
sorting tasks）を用いた。それぞれ，高頻
度の動詞，形容詞および名詞からなる 50 個

の英単語，あるいは日本語の単語を使用した。
英語版は，課題で用いる単語として『大学英
語教育学会基本語リスト JACET List of 8000 
Basic Words』(JACET8000)（大学英語教育学
会基本語改訂委員会編，2003 年）の順位
1-1000 位（一部は 1-500 位）の高頻度英単語
の中から無作為に 50 語を選んだ。日英語の
心内辞書間の異同の有無を取りあげたとき
は，英語版実施のための単語を上記の手順で
決定し，日本語版は，英単語に対応する訳語
を中学生用英和辞典『初級クラウン英和辞
典』（三省堂）に基づき決定した。 
 
(3) 解析 
 収集したクラスター数，クラスターサイズ，
また課題終了時間のデータについては t 検
定あるいは分散分析で解析した。個人デンド
ログラムのばらつき度や群デンドログラム
間の有意差の検定には並べ替え検定を採用
した。また，クラスター分析によって得られ
た各群デンドログラムのクラスター数の決
定は，Hair, Black, Babin, Anderson & Tatham 
(2006) 等の stopping rules に基づき行い，
確認されたクラスター内の語彙項目を比較
し，群間（母語と第二言語の心内辞書）ある
いは群内（日本語心内辞書と英語心内辞書）
間の質的な差異について検討した。 
 
４．研究成果 
課題終了時間に関して，中級レベルの英語

学習者間では英語の名詞，動詞，形容詞を用
いた仕分け課題のいずれの間にも有意な差
異は見られなかった。上級レベルの学習者間
では，動詞仕分け課題において終了時間の違
いが顕著で，動詞における獲得すべき要素の
多面性と複雑さがこのレベルの被験者では
課題終了時間の違いに反映する可能性が高
い。上級学習者および母語話者の両群では，
形容詞仕分け課題において，他の課題よりも
有意に長い課題終了時間を要した。これは，
英語形容詞の特徴の一つである，反意語や同
意語のペアやクラスターを基本とする構造
が心内辞書に堅固に内在化されている上級
レベルの学習者群や母語話者では，心内辞書
からの語彙情報の想起においてこのような
単語間の関係性が存在するか否かが関与す
るためと推定される。実験に用いた形容詞に
はこの関係性の見出せるもの (paired 
links) と見出せないもの (missing links) 
が混在しており，上級学習者および母語話者
はこれらの関係性を探して課題に取り組み，
このような関係性の存在しない動詞や名詞
の仕分け課題よりも，結果的に形容詞仕分け
課題終了に長い時間を要したと考えられる。 
いずれの単語仕分け課題解析結果におい

ても，被験者の英語習熟度，また母語である
か否かにより，各群間の心内辞書のクラスタ



 

 

ー構造は異なっていることが明らかとなり，
特に上級学習者における母語（日本語）獲得
時の英語からの借用語 (loan words) の頑強
な影響の存在が解明できた。 
とりわけ高頻度の英語名詞には，被験者の

母語である日本語への借用語として定着し
ているものが多く，母語獲得におけるその強
固な影響が L2 獲得における個々の単語レベ
ルの学び直しの難しさのみならず，意味的ク
ラスタリング構造の再構築の困難さにも深
く関係している。また，母語獲得における借
用語の影響が第二言語語彙獲得においても
根強く影を落とし，加えて第二言語学習者は
母語の影響による間違いを意識できない場
合がむしろ多く（Odlin, 2008; Wolter, 2006 
等），L2 獲得における個々の語彙知識レベル
の母語の影響が，第二言語話者に無意識のう
ちに心内辞書内の意味的クラスタリング構
造の形成においても影響を及ぼしている可
能性が高い。 
先行研究から，第二言語学習者の語彙獲得

においては，学習者はしばしば意味的に母語
に対応する単語が存在するという仮説を立
て，その仮説がうまく機能しない時には他の
可能性を模索する傾向があると予想されて
いる。この点から，意味の上で母語と一義的
に対応する借用語 (true cognates) は第二
言語語彙の正確な獲得に寄与し得るが，両言
語間で意味（そしてその領域）に乖離がある
場合や母語に定着した借用語が原語の意味
とは異なるものに定着している（比喩的に，
言 語 間 に お け る “ 偽 り の 友 ” (false 
friends) と呼ばれる現象）と，借用語は第
二言語語彙獲得における阻害要因となる。 
“最も早い時期に，また最も容易に”獲得

されるという一般的な傾向が名詞には強く，
加えて，「しばしば（言語習得の）初期に形
成された語彙に大きな比率を占めている」 
(Källkvist, 1999, p. 55) ものも名詞であ
る場合が多い。こういった語類としての名詞
の持つ固有の側面，また日本語の中の英語か
らの借用語は名詞が極めて多いという事実
（安藤, 1997）が，名詞が明確に L1 と L2 の
違いを示す指標となり得た要因として大き
い。このことは，偽りの友のような関係性が
L1 と L2 の間に存在する中で目標言語の語彙
知識を正確に獲得すること，さらに L2 語彙
ネットワーク構造を母語話者的なものへと
構築していくことの困難さを示している。他
の語類（特に動詞）においては，それを構成
する単語群は文法的な働きを含めて（殊に語
族の異なる日英語間では）両語間の相違が著
しく，それらの学習においては一から学んで
いかねばならないという側面が多く，英語名
詞に特定したような難しさは生じにくいと
推定される。 
母語話者，上級レベルおよび中級レベルの

日本人英語話者の３群間の群デンドログラ
ムの比較解析から，群としての意味的クラス
タリング構造は３群間で明確に異なり，母語
と第二言語においてのみでなく，後者におい
ては被験者の習熟度もまた心内辞書構造の
違いに関係していることが解明できた。 
英語母語話者と日本人英語学習者（上級お

よび中級レベル）の３群について，日本人に
とって英語動詞は母語話者の心内辞書の構
造に近似しにくい側面が少なからず存在す
ることが明らかにできた。群デンドログラム
は３群間で質的構造が異なり，クラスター間
の異同は４つのタイプに分類されることが
判明した。上級話者では母語話者との類似性
が高く中級話者では独自の（未発達の）要素
を含む単語群，上級話者では母語話者との類
似性が高く中級話者では両群と同様のクラ
スターを形成しつつも異なる語群と結び付
いている単語群，中級話者と上級話者の同質
性が高く母語話者の構造に近似しにくい単
語群，また高い３群間の類似性はあるものの
部分的に構造上の違いのある単語群の４つ
である。 
高頻度の英語形容詞の心内辞書内構造に

関しても，母語と第二言語，また後者におい
ては習熟度の違いによって心内辞書内の意
味的クラスタリング構造は互いに異なる。ま
た，群デンドログラムの質的な違いに関して，
英語母語話者，上級レベルの日本人英語話者，
そして中級レベルの日本人英語話者の３群
間に共通するクラスターが存在する反面，全
体的にはむしろ群間の相違が大きいことが
判明した。ただし，その違いは母語話者と日
本人英語話者とのもの，また中級レベルの日
本人英語話者と他の２群間のものなど意味
領域によって異なり一様ではない。第二言語
話者の意味的クラスタリング構造の質的な
発達は，母語話者の構造を基準に置くとき，
母語話者的なものへの発達・近似が比較的容
易なものと困難なものが併存する可能性が
高い。 
日英語間で対応する訳語関係にある語彙

項目を用いた仕分け課題により，日本人英語
学習者の心内辞書内の意味的クラスタリン
グ構造に関して，クラスター数，クラスター
サイズ，また個人デンドログラムのばらつき
度といった計量的比較について，２つの心内
辞書に明確な差異はないことが判明した（動
詞の場合を除く）。しかし，群デンドログラ
ムには２つの心内辞書間に有意な差異があ
り，また母語と第二言語の心内辞書間には質
的にも異なる側面が多いことが確認できた。
２つの意味領域からなる語群が日本語心内
辞書では統合された１つの，英語では分離し
た２つのクラスターを形成しているもの，英
語心内辞書内の方が類似度の高い単語間の
関係を含むクラスター，逆に日本語の方が類



 

 

似度の高い単語間の関係を含むクラスター
などの存在が明らかとなった。また，日英語
間で訳語関係にある動詞について，英語心内
辞書内の平均クラスター数が有意に多く，平
均クラスターサイズが有意に小さいことが
わかった。 
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